
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年７月２０日 

国際教育部発行 
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夏休みを利用して Challengeしよう！ 

 

☆京都府立高等学校英語スピーチコンテスト 

 毎年、東高生も北部予選を突破、本選へ進んでいる大会です。詳細は 2学期にお知らせします！

夏休みの間に、話せそうな題材を探しておいてくださいね。 

○予選 11月上旬 本選 11月中旬 

○演題   自由 

○制限時間 ５分 

 

 

☆神戸女学院大学 絵本翻訳コンクール 

 ○応募締切 ９月 ７ 日（水） 

       ただし、参加申し込みは８月３日まで 

○形式   １人でもチーム（3人以内）でも可能 

○課題図書 参加申し込み後、課題絵本が指定される  

○特典   入賞者には副賞として図書カード 

 

 

☆IIBCエッセイコンテスト 

 ○形式 500 words ～ 700 wordsの英語で 

○応募締切 ９月７日（水） 

 ○特典 入賞者には海外短期派遣プログラムの参加が贈られます 

○テーマ 『私を変えた身近な異文化体験』 

    

 

 

 

 

☆JICA 国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 

 ○募集テーマ 「未来の地球のために ～私たち一人一人にできること～」 

    

 

 

 

 

○形式   400字詰め原稿用紙 4枚以内に、日本語で 

○応募締切 ９月１２日（月） 

 ○特典   入賞者には副賞として約１週間の海外研修等、また参加者全員に参加賞あり 

 

 

☆日本国連協会 国際理解・国際協力のための高校生主張コンクール 

 ○大会日程 10月 24日（月）午前 10時 30分より 

 ○応募テーマ  

下記三つのテーマいずれかについて、自分の考えを根拠とともに主張してください。 

   (1) 国連加盟 60周年を迎える日本は、その強みを活かしながら、今後、国連の場をどのように

活用していくべきか。 

(2) 昨年、「持続可能な開発のための 2030アジェンダ」が採択されたが、今後、日本と国際社

会はどのようにしてアジェンダの実施に取り組むべきか。 

(3) あなたが国連事務総長だったら、紛争に伴う人道問題をどのようにして解決するか。 

○応募方法 日本語で 6分以内の主張をカセットテープあるいは CD-Rに録音したものを送付 

○応募締切 ９月５日（月） 

 ○特典   入賞者には副賞として、約１週間の米国ニューヨークの国際連合本部視察等 

☆AETオリジナル・リスニング教材 

 京都府の AETの先生たちによるリスニング教材で、英語の聞き取り能力をアップさせよう！ 

教材は、以下の URLまたは QRコードからアクセスでき、自分のレベルに合った問題を選ぶ 

ことができます。ぜひ取り組んでみてくださいね！ 

 

http://www.kyoto-be.ne.jp/koukyou/cms/?page_id=423 
 

心の叫びを発信してみませんか？ 

 

 

昨年は３年３組森本和樹君（城北中出身）と２年３

組徳留早唯里さん（海外出身）が東高代表に選ばれ、

北部予選を通過して、本選に出場しました！ 

２年国際文化コースは、9/22

に１日校外研修として JICA

関西を訪問します。事前学習

を兼ねて、応募してみよう。 

私たちの身の回りは、実は、世界、あるいは発展途上国とのつながりにあふれています。

あなたと世界にはどのようなつながりがありますか？ 様々な出会いや体験、学校の授業、

それにテレビなどを通じて学んだことや感じたことなど自由な題材で、あなたの言葉で想

いを伝えてください。 

 

昨年度２名の東高生が応募しました！

素敵な絵本の翻訳が体験できますよ。 
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質問・申し込みは、７月中に、国際教育部（野田）まで！ 

どうしようかなと迷っている場合も、とりあえず声をかけてくださいね。 

家族や友人、先生など、身近な相手とのコミュニケーションにおいて、ど

のような「異文化」に出会い、何を感じ、考え、学び、どのように「異文化」

を持つ相手とのコミュニケーションギャップを乗り越えたか、体験した異文

化の紹介にとどまることなくそれらの体験から自身がどう変わったのか、そ

して今後どう成長していきたいかを、英語で表現してください。 


